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令和元年度 事業報告書 

平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日 

 

 

I. 事業活動 

概 況 

令和元年度は、米中貿易摩擦が続く中、新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延に

より、人の動きが制限される一方、生産や物資の動きが滞るなど、世界経済に深刻な影

響を及ぼしております。この影響を受け金融面では、金融危機の様相を呈し、資金確保

の動きもあり、世界の株式や REIT、債券市場が暴落するなどリスク回避の動きを強め

るところとなりました。このため米国はじめ日本においても市場に大量の資金を供給し、

金融市場の安定化に努めている状況です。しかしながら当該感染症の収束が見通せない

中で、世界の経済、金融の不安定な状況が、新年度においても続くものと思われます。 

このような状況下、今年度は、当法人の主要な収入源である基本財産の株式年間配当

金は 1 株当たり 22 円と前年度比 4 円増加となりましたが、世界的な低金利から特定資

産の運用益の減少に加え、この度の金融危機に際し、育英事業の安定運営を考慮し、手

元資金を厚くする必要性から特定資産の一部の有価証券の売却により、運用損失を計上

しました。また前年度末では、経済も比較的好調であったことから、有価証券の時価評

価が高い水準であったところにこの度の金融市場の急落があり、基本財産、特定資産と

もに大幅な評価損を計上するところとなりました。 

また経常費用の総額は 56,127千円で、新奨学生の採用を 18名と大幅に増やしました

が、院生の減少により奨学金の支給が減少したほか、職員減による人件費の減少もあり、

前年度を下回りました。また奨学生間の交流事業に伴う補導費は、事業計画に基づき事

業を実施致しましたが、卒業生を送る会を集会の自粛のため規模を縮小し開催したこと

などから、前年度比若干の減少となりました。 

今年度の奨学金支給は、学部学生 39人に対し月額 5万円、大学院生 12人には月額 7

万円を支給しました。その結果年間の支給総額は 3,320万円となり、前年度比 164万円

の減少となりました。 

一方今年度の交流事業は、「新奨学生歓迎会」及び「奨学生の集い」といずれも在籍

生等も出席し賑やかで実りのある事業となりましたが、本年 3月開催の「卒業生歓送会」

は、感染抑止のため卒業生のみで行いました。また毎年行っている会誌（第 44 号）の

発行も行い、紙上における知的交流も行いました。  

なお毎月の奨学金給付は、原則として当財団事務所において理事長ないしは常務理事

出席のもと直接奨学生に手渡しで行い、奨学生の近況報告を受け、就職活動や進路など

個別的に指導助言をしました。 
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1. 奨学金支給事業 

 

（１） 奨学生の採用 

新奨学生の採用につきましては、11 校の大学に推薦を依頼した結果、各大学より 19

名の学生が推薦されました。これを受け当財団の奨学生選考委員会が厳正なる選考を行

い、18名の学生を新奨学生として採用しました。 

また大学院生につきましても奨学金を継続する学生 5 名が、選考の上採用されまし

た。 

 大学生 継続大学院生 採用人数計 

採用人数 18名 5名 23名 

（注）令和元年度の奨学生の推薦依頼校は、次の通りです。 

     国立大学：京都大学、信州大学、東京工業大学、東京大学、東北大学、 

一橋大学、山梨大学 

     私立大学：慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学、早稲田大学 

 

（２） 奨学金の給付   

 給付人数 給付額（年額） うち新奨学生 1人当たり給付額（月額） 

大学生 39名 23,400千円 18名  5万円    

大学院生 12名 9,800千円 5名  7万円    

合計 51名 33,200千円   

（注）1.奨学生に対する給付は、首都圏在住の奨学生 43人に対し、直接本人に手渡

しする方法により、首都圏以外の地域在住の奨学生 8人については、銀行

振込みによる方法により行いました。 

2.大学院生の内１名は、海外留学後に奨学金の支給を再開しています。 

 

2. 交流事業 

 

（１） 新奨学生歓迎会・バス旅行 

令和元年度の新奨学生を迎え、7月 6日（土）に新奨学生に対する第 1回の奨学金の

給付式を開催し、地方在住の 4 名を含む 17 名の新奨学生が出席しました。その後先輩

奨学生が合流し、新奨学生同志及び先輩の在籍奨学生との交流を深めるため、歓迎とバ

ス旅行を一体化した歓迎会を開催しました。大学生として見聞を広めながら、奨学生間

のより実効性のある交流が図れるよう企画したものです。訪問場所としては、筑波宇宙
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センターを見学後文化施設として国立新美術館でオーストリアの歴史的な美術品の見

学を行い、その後飯田橋のホテル内のレストランで懇親会を開催し、交流事業を行いま

した。 

 

（２） 北澤育英会会誌の発行 

北澤育英会会誌第 44号を令和元年 10月に発行し、各交流事業を特集するととも

に、令和元年度に新たに奨学生となった学生を含む在籍生全員が執筆し、加えて卒業

生や役員等の寄稿もあり、また過去からの奨学生の推移等充実した内容の会誌となり

ました。また本誌を奨学生及び保護者、奨学生 OB・OG、奨学生在籍校、交流のある育

英団体さらに当法人の関係先企業等に送付し、当法人に対する理解を深めて頂けるよ

う努めました。 

 

（３） 「第 45回奨学生の集い」開催 

「第 45回奨学生の集い」を令和元年 12月 8日（日）に、新宿京王プラザホテルにおい

て、開催しました。通常会うことの少ない地方の奨学生も含めた在籍奨学生に加え、奨

学生 OB・OG、他の育英機関の英国や東南アジアなどの国々からの留学生、来賓、役員、

評議員、選考委員など 106名の参加により開催しました。様々な大学や大学院の奨学生

が、異なる大学、異なる研究・学部の学生と相互に交流し、親睦を深めるとともに、奨

学生によるピアノ演奏や役員など世代の異なる人々と会話やゲーム等で交流しました。

また集いの運営は、事前の企画、当日の進行を幹事となる奨学生が行い、連帯感の醸成

を図り、視野を広げ、人間的な成長に資する交流事業となりました。 

 

（４） 「卒業生歓送会」開催 

令和元年度の卒業奨学生を送る「卒業生歓送会」が、令和 2 年 3 月 19 日（木）に、

卒業生 11名中 10名が参加し、水道橋のホテルにおいて開催されました。当初は在籍生

全員の参加を予定しておりましたが、新型コロイナウイルス感染症の感染抑止のため規

模を縮小、卒業生に限定して行われました。企業に就職する学生及び今後も学業・研究

を続ける 2 名が、それぞれの進路へと巣立つことを祝う有意義な会でした。卒業生が、

将来の抱負や学生時代の経験などに関する挨拶を述べ、賑やかな会となりました。 

   

II. 管理活動 

 

1. 届出事項 

届出年月日 届出事項（届出先） 

令和元年 6月 25日 平成 30年度の事業報告等の提出（内閣府） 

令和 2年 3月 31日 令和 2年度の事業計画書等の提出（内閣府） 
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2. 役員会等に関する事項 

 

（1） 理事会 

 

開催年月日 決議事項 結果 

令和元年 6月 3日 (決議事項) 

① 平成 30年度（平成 30年 4月 1日から平成

31年 3月 31日まで）の事業報告書、貸借対

照表、正味財産増減計算書及びその附属明

細書並びに財産目録の承認について 

② 令和元年度定時評議員会招集及び附議事項

承認の件 

③ 定款変更の件 

④ 定款第 3条（目的）の変更方針について承

認の件 

⑤ 奨学生選考委員任期満了につき選任の件 

⑥ 事務局長の異動承認の件 

（報告事項） 

理事長及び常務理事の業務執行報告 

 

 

可決 

 

 

 

可決 

 

可決

可決 

 

可決

可決 

令和元年 6月 18日  (決議事項) 

① 代表理事及び理事役職の選定の件 

②  令和元年度採用奨学生の件 

③ 株式会社キッツ株主総会における議決権行使

の件 

(報告事項) 

理事長及び常務理事の業務執行報告 

 

可決 

可決 

可決 

令和 2年 3月 24日 （決議事項） 

① 「令和 2年度事業計画書及び収支予算書

等」案の承認の件 

② 奨学規程の承認の件 

③ 推薦依頼大学の承認の件 

（報告事項）  

理事長及び常務理事の業務執行等報告 

 

可決 

 

可決 

可決 
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（2） 評議員会 

 

開催年月日 決議事項 結果 

令和元年 6月 18日 （決議事項） 

① 平成 30年度（平成 30年 4月 1日から平成

31年 3月 31日まで）貸借対照表、正味財産

増減計算書及びその附属明細書並びに財産目

録の承認を求める件 

② 定款変更の件 

③ 評議員の選任の件 

④ 理事任期満了に伴う選任の件 

⑤ 監事任期満了に伴う選任の件 

 

（報告事項） 

平成 30 年度（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31

年 3月 31日まで）事業報告 

 

 

可決 

 

 

 

可決 

可決 

可決 

可決 

 

 

 

（3） 奨学生選考委員会 

 

開催年月日 内  容 

令和元年 6月 18日 （審議事項） 

① 令和元年度の新奨学生選考の件 

② 継続奨学生選考の件 

 

（4） 役員等の職務等に関する事項 

 

役 職 氏 名 就任年月日 給与 勤務 

理 事 長 清 水 雄 輔 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

常 務 理 事 蓜 島 純 一 郎 令和元年 6月 18日 あり 常勤 

理 事 野 村  稔 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 同 前 雅 弘 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 
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役 職 氏 名 就任年月日 給与 勤務 

理 事 上 野 守 生 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 小 杉 丈 夫 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 久 保 庭 啓 一 郎 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

監 事 上 野 紘 志  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

監 事 太 田  睦   令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 岡 野 或 男 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 北 澤 一 男 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 金 子 ゆ か り 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 小 澤 澄 夫 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 鈴 木  照 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 辰 野 守 彦 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 大 岡  哲  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 戸 矢 博 道  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 岡 本  昻 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 原 田  穣 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 中 村 清 次 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 篠 田 紘 明 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 渡 辺 英 子 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 尾 崎 洋 二 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 松 田 光 生     令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 佐 藤 次 郎 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 須 賀 恭 子 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 八 木 尚 志 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 根 本 則 道 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

  

3. 許認可に関する事項 

該当事項はありません。 

              以上 


